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御
前
崎
市
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

後 藤 憲 志

れ
る
施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
数
を
要
介
護
２
〜
５

の
認
定
者
数
で
除
し
た
数
値
は

４３
％
と
な
り
、
現
在
の
数
値
と

ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
た
め
、
施

設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

量
の
充
足
度
は
満
た
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

平
成
４７
年
の
推
計
値
で
は
そ
れ

を
下
回
り
、
そ
の
数
値
を
維
持

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
近
隣
市

の
事
業
所
も
含
め
た
サ
ー
ビ
ス

平
成
４７
年
位
ま
で
を

見
通
し
た
要
介
護
認
定

者
数
の
推
計
値
は
。
ま
た
、
各

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
量
の
充

足
度
に
つ
い
て
の
所
見
と
対
応

は

団
塊
の
世
代
が
概
ね

７５
歳
を
迎
え
る
頃
か
ら

介
護
ニ
ー
ズ
の
本
格
的
な
増
大

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
平
成
３９
年

度
の
推
計
で
は
、
要
介
護
認
定

者
数
は
１
、４
７
１
人
、
そ
の

う
ち
要
介
護
２
〜
５
は
１
、０

８
７
人
と
な
り
ま
す
。
予
想
さ

体
制
の
中
で
ほ
ぼ
充
足
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
要
介
護
認
定
者
の
増
加
に
伴

い
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の

整
備
も
進
ん
で
い
く
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
高
齢
者
の
皆

様
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
継
続
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
今
後
は
一
層
の
介
護

予
防
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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御
前
崎
市
の
地
震
対
策
に
つ
い
て

消
防
団
員
募
集
と
待
遇
改
善
に
つ
い
て

若 杉 泰 彦

市
内
で
未
耐
震
の
可

能
性
が
あ
る
木
造
住
宅

は
、
４
、４
７
０
棟
あ
り
ま
す
。

事
業
の
利
用
実
績
は
１０
年
間

で
１
３
７
件
で
す
。
平
成
２５
年

度
は
、
２４
年
度
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
精
査

し
、
普
及
活
動
を
考
え
て
い
ま

す
。

消
防
団
員
の
出
動
回

数
に
応
じ
て
の
報
酬
は

可
能
か
。
ま
た
、
団
員
募
集
の

た
め
に
活
動
内
容
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

紹
介
す
る
こ
と
や
、
企
業
向
け

の
減
免
制
度
も
含
め
積
極
的
に

広
報
で
き
な
い
か

当
市
で
は
他
の
報
酬

が
高
い
部
分
も
あ
る
の

で
ト
ー
タ
ル
で
考
え
て
い
ま

す
。
活
動
内
容
や
減
免
制
度
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

広
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
考
え

て
い
ま
す
。

市
の
避
難
施
設
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
る
公

共
建
築
物
は
ど
の
程
度
耐
震
性

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
に
ど
ん
な
耐
震
対
策
を
行
っ

て
き
た
の
か市

内
の
小
、
中
学
校

の
耐
震
診
断
、
耐
震
補

強
は
、概
ね
完
了
し
て
い
ま
す
。

第
一
小
は
平
成
１１
年
、
東
小
は

平
成
１３
年
、北
小
は
平
成
９
年
、

浜
中
は
昭
和
６３
年
、
御
中
は
昭

和
５９
年
で
す
。
御
小
と
白
小
の

管
理
棟
は
平
成
２５
年
度
に
耐
震

補
強
工
事
を
す
る
予
定
で
す
。

市
内
の
民
間
木
造
建

築
物
に
つ
い
て
の
耐
震

性
や
、
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
東

海
・
倒
壊
）-

０ゼ
ロ

事
業
で
の
耐

震
工
事
実
績
は
ど
う
か
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地
方
公
務
員
の
賃
金
引
き
下
げ
に
つ
い
て

原
発
再
稼
働
と
使
用
済
核
燃
料
に
つ
い
て

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に
つ
い
て

清 水 澄 夫

公
務
員
の
賃
金
引
き

下
げ
が
強
行
さ
れ
れ
ば

深
刻
な
経
済
悪
化
と
な
り
「
デ

フ
レ
脱
却
」
に
逆
行
す
る
の
で

は
な
い
か

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

は
県
内
２３
市
中
２１
位

と
、
非
常
に
下
位
の
数
値
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
給
与
が
下
が
る
事
で
消
費
の

落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
、
安
易

に
給
与
は
下
げ
ら
れ
な
い
」
と

県
知
事
が
発
言
し
て
い
ま
す
。

本
市
は
県
や
県
内
市
町
の
対
応

状
況
を
注
視
し
た
上
で
、
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

浜
岡
原
発
内
に
は
現

在
６
千
本
以
上
の
使
用

済
核
燃
料
が
あ
る
。
再
稼
働
は

危
険
な
使
用
済
核
燃
料
が
増

え
、
一
層
、
処
理
困
難
と
な
る
。

再
稼
働
は
す
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

ま
た
、
敷
地
内
の
Ｈ
系
断
層
に

つ
い
て
規
制
委
員
会
の
再
評
価

を
受
け
る
考
え
は

再
処
理
工
場
は
本
年

１０
月
に
完
成
予
定
で
、

各
電
力
会
社
が
順
次
使
用
済
核

燃
料
を
搬
入
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
再
稼

働
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
観

点
か
ら
、
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま

す
。Ｈ

系
断
層
の
評
価
は
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
動
き
も
含

め
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
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い
き
ま
す
。政

府
及
び
厚
生
労
働

省
は
、
生
活
保
護
基
準

の
引
き
下
げ
と
制
度
の
見
直
し

を
進
め
て
い
る
。
生
活
保
護
基

準
は
憲
法
第
２５
条
の
国
民
の

「
最
低
限
の
生
活
」
を
保
障
す

る
も
の
で
あ
り
、
引
き
下
げ
は

そ
れ
を
奪
う
こ
と
に
な
る
が
、

市
長
の
考
え
は

国
や
県
の
対
応
を
参

考
に
同
様
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
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将
来
的
な
財
源
確
保
に
つ
い
て

小
学
生
の
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

松 下 久 己

企
業
は
メ
リ
ッ
ト
を

望
み
ま
す
。
自
ら
の
ポ

ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
含
め
、
県
と

連
携
を
密
に
し
、
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。小

学
生
の
通
学
路
に

つ
い
て
、
確
固
た
る
歩

道
も
な
く
、
安
全
有
効
な
歩
道

も
な
い
現
状
に
つ
い
て
市
と
し

て
の
安
全
対
策
、
危
機
管
理
は

各
関
係
機
関
と
小
学

校
区
に
お
け
る
合
同
安

全
点
検
を
実
施
し
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
な
ど
の
設
置
を
行
い
ま

し
た
。
登
下
校
の
マ
ナ
ー
な
ど

交
通
安
全
指
導
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
環
境
改
善
を
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ガ
ー

ド
レ
ー

ル
、
ガ
ー
ド
ロ

ー
プ
な
ど
の
設

置
は

通
学

児
童
の

安
全
確
保
上
必

要
と
考
え
ま

す
。
今
後
、
道

路
管
理
者
な
ど

と
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

将
来
的
に
安
定
し
た

財
源
確
保
に
は
御
前
崎

港
の
活
性
化
が
重
要
で
あ
る
。

活
性
化
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か

御
前
崎
港
は
、
安
定

し
た
財
源
確
保
と
し
て

重
要
な
社
会
資
本
で
す
。
港
内

工
業
用
地
へ
の
企
業
誘
致
を
進

め
、
新
た
な
利
用
荷
主
の
獲
得

な
ど
、
継
続
し
て
積
極
的
に
利

用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

御
前
崎
港
を
輸
出
港

か
ら
輸
入
港
へ
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的

な
対
応
策
は ��
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病
院
の
医
師
不
足
に
つ
い
て

海
岸
線
に
お
け
る
防
潮
林
に
つ
い
て

大 澤 博 克

医
師
確
保
・
定
着
化

対
策
に
つ
い
て
　

病
院
経
営
に
お
け
る

最
重
点
・
最
優
先
課
題

は
常
勤
医
師
の
確
保
で
す
が
、

若
手
医
師
の
多
く
は
大
都
市
や

大
病
院
を
目
指
す
傾
向
が
強

く
、
医
師
確
保
は
非
常
に
困
難

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
現

在
の
勤
務
医
の
維
持
と
派
遣

は
、
関
係
大
学
に
頼
る
し
か
な

い
の
が
実
情
で
あ
り
、
関
係
大

学
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

独
自
に
医
師
を
招
聘へ

い

す
る
の

は
極
め
て
困
難
で
す
が
、
採
用

条
件
や
待
遇
面
の
検
討
を
行
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い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
情
報

社
会
に
適
応
し
た
情
報
の
発
信

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

常
緑
広
葉
樹
の

植
栽
計
画
に
つ
い

て

掛
川
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
大
浜
地

区
に
ウ
バ
メ
ガ
シ
な
ど
を

１
万
５
千
本
植
樹
し
、
今

後
大
須
賀
地
区
な
ど
６
ヶ

所
で
５
万
本
を
植
樹
す
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か

ら
は
そ
の
よ
う
な
計
画
は
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聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

お
話
が
あ
れ
ば
応
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
で
は
毎
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
植
樹
の
活
動
が
さ
れ

て
お
り
、
平
成
２５
年
度
も
池
新

田
地
区
と
高
松
地
区
で
実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

御前崎小管理棟

白羽地区通学状況

植樹活動


